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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩素活性物質（Ａ）と非イオン界面活性剤（Ｂ）と水とを含有し、（Ａ）と（Ｂ）の重
量比が（Ａ）／（Ｂ）＝１２５～５であり、有効塩素濃度が１０ｐｐｍ以上３０ｐｐｍ未
満であり、ｐＨ（２５℃）が１以上３未満である、医療機器用殺菌洗浄剤。
【請求項２】
　塩素活性物質（Ａ）が次亜塩素酸及びその塩である請求項１記載の医療機器用殺菌洗浄
剤。
【請求項３】
　非イオン界面活性剤（Ｂ）がポリオキシエチレン脂肪酸ソルビタンエステルである請求
項１又は２記載の医療機器用殺菌洗浄剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、医療機器、特に人工透析装置及びその周辺機器、器具の消毒や洗浄に用いられ
る殺菌洗浄剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
食品製造工場、医療施設及び家庭などで、有害な微生物の殺菌剤として塩素活性物質と呼
ばれる薬剤が広範に用いられている。この塩素活性物質には次亜塩素酸ナトリウム、次亜
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塩素酸カリウムそして塩化イソシアヌル酸ナトリウムなどが含まれる。
【０００３】
これら塩素活性物質を用いた系について、微生物を殺菌、滅菌する効果を向上させたり、
殺菌と同時に無機性又は有機性の汚れを除去したりする目的で、いくつかの提案がなされ
ている。
【０００４】
例えば特開平４－１３５５５９号や特開平７－２３３３９６号では、次亜塩素酸塩に、ア
ニオン界面活性剤と特定の金属封鎖剤を併用することが提案されている。これら公報では
、次亜塩素酸塩との共存下で比較的安定性が良好であることから、アニオン界面活性剤と
して、アルキルエーテル硫酸エステル塩やアルフェニルエーテル硫酸エステル塩、アルキ
ルジフェニルエーテルジスルホン酸塩が選択されている。アニオン界面活性剤は、カルシ
ウムイオンとの接触により水不溶性塩を形成し沈殿を生じることで実用上不都合が起きる
ことが判っている。例えば人工透析装置の流水回路の殺菌洗浄に用いる場合、透析液に含
まれるカルシウムイオンにより不溶性塩を形成し、流水回路の途中に介装されたエンドト
キシン除去フィルターを詰まらせる欠点がある。
【０００５】
しかし、前記公報の技術によっても、実際の使用までの期間や保存条件の変化により、安
定した殺菌洗浄力を確保することは困難である。また、人工透析で使用されるエンドトキ
シン除去フィルターでは、洗浄と洗浄剤成分の残留抑制とを十分に達成することが望まれ
る。このような観点から、特開平９－３１４９４号では、次亜塩素酸ナトリウムを主成分
とする洗浄液に、別途用意した金属封鎖剤や界面活性剤を含有する配合剤を併用すること
を提案している。その際、界面活性剤としてパラトルエンスルホン酸塩やメタキシレンス
ルホン酸塩を使用することが記載されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、人工透析装置やその周辺機器には多様な汚れが付着し、なかでも油脂汚れ
は上記特開平９－３１４９４号によっても十分な除去はできない。また、特開平９－３１
４９４号では、次亜塩素酸ナトリウムを含有する溶液と、界面活性剤及び金属封鎖剤等を
含有する配合剤とを別々に用意して順次使用するため、簡便性に劣る。
【０００７】
本発明の課題は、殺菌性に優れ、カルシウム塩等の水不溶性塩を形成することなく油脂汚
れなどを効率よく除去できる、医療機器、特に人工透析装置及びその周辺機器、器具用の
殺菌洗浄液を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、塩素活性物質（Ａ）〔以下、（Ａ）成分という〕と非イオン界面活性剤（Ｂ）
〔以下、（Ｂ）成分という〕とを含有する医療機器用殺菌洗浄剤に関する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
（Ａ）成分の塩素活性物質とは、酸化力を有する塩素化合物であり、水溶液中で塩素及び
酸化力を有する塩素化合物を生成する物質を含み、次亜塩素酸とその塩、亜塩素酸とその
塩、塩素化イソシアヌル酸とその塩、二酸化塩素が例示できる。塩はナトリウムが挙げら
れる。（Ａ）成分としては、次亜塩素酸とその塩が好ましく、特に次亜塩素酸塩、更に次
亜塩素酸ナトリウムが好ましい。（Ａ）成分は、殺菌洗浄剤中の有効塩素濃度が１～１０
，０００ｐｐｍ、更に１～５，０００ｐｐｍ、特に１０～１，０００ｐｐｍとなるように
用いられるのが好ましい。
【００１０】
（Ｂ）成分の非イオン界面活性剤は、グリフィンの方法によるＨＬＢが１２以上、更に１
４～２０のものが好ましい。（Ｂ）成分としては、脂肪酸ソルビタンエステル系界面活性
剤が好ましく、特にポリオキシエチレン脂肪酸ソルビタンエステルが好ましい。脂肪酸部
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分には炭素数８～２４の飽和又は不飽和の脂肪酸を用いることができる。ポリオキシエチ
レン脂肪酸ソルビタンエステルのエチレンオキサイド平均付加モル数（以下、ＥＯｐと表
記する）は、ＨＬＢが１２以上となるように調整されるのが好ましい。脂肪酸がオレイン
酸でソルビタンモノエステルの場合、油脂除去性の点から、ＥＯｐは２～１００が好まし
く、１０～１００がより好ましく、１０～６０が特に好ましい。（Ｂ）成分は、殺菌洗浄
剤中１～２００ｐｐｍ、更に１～５０ｐｐｍ、特に１～１０ｐｐｍ含有されることが、油
脂汚れやたん白汚れの除去性から好ましい。
【００１１】
（Ａ）成分と（Ｂ）成分の重量比は、油脂除去性と製剤の安定性の観点から、
（Ａ）／（Ｂ）＝５００～０．５であることが好ましく、より好ましくは２００～２、更
に好ましくは１２５～５である。（Ｂ）成分として、高い油脂除去性を有する非イオン界
面活性剤を選択することにより、少ない配合量で優れた油脂除去性を得ることができるた
め、このような（Ｂ）成分は（Ａ）成分と共存させても安定性に悪影響を与えることなく
配合することが可能である。
【００１２】
本発明の殺菌洗浄剤のｐＨ（２５℃）は１～１０が好ましい。特にｐＨ（２５℃）が１以
上３未満の場合、本発明の殺菌洗浄剤の有効塩素濃度は１ｐｐｍ以上３０ｐｐｍ未満であ
ることが好ましい。次亜塩素酸は酸性領域において塩素ガスを発生するが、有効塩素濃度
を低下させることで容易にこの問題を回避することが可能となる。ｐＨは、塩酸等の無機
酸や酢酸、クエン酸、コハク酸、マロン酸、グルタル酸、フマル酸、マレイン酸等の有機
酸により調整され、酢酸、クエン酸、コハク酸、塩酸が好ましく、特に酢酸が好ましい。
【００１３】
また、本発明の殺菌洗浄剤には、りん酸とその塩、オルソけい酸塩、メタけい酸塩、セス
キけい酸塩及びこれらの遊離酸、アミノトリ（メチレンホスホン酸）とその塩、１－ヒド
ロキシエチリデン－１，１－ジホスホン酸とその塩、硝酸塩、エチレンジアミンテトラ（
メチレンホスホン酸）とその塩、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）と
その塩等の金属腐蝕防止剤を併用してもよい。なお、本発明の殺菌洗浄剤の残部は水であ
る。
【００１４】
【実施例】
実施例１
表１に示す殺菌洗浄剤を調製し、以下の方法で油脂除去率と不溶性物質生成の有無を試験
した。結果を表１に示す。なお、表１の殺菌洗浄剤のｐＨは酢酸で調整し、（Ａ）成分と
して次亜塩素酸ナトリウムを表１の有効塩素濃度となるように用い、有効塩素濃度はＪＩ
Ｓ　Ｋ－０１０１ヨウ素法により測定した。
【００１５】
（１）油脂除去率測定法
長さ１１５ｍｍ、内径２６ｍｍのポリプロピレン製チューブ（重量Ａｇ）の内壁全体にカ
プリル酸・カプリン酸混合酸のトリグリセライド（凝固点－２０℃）約１５０ｍｇを塗布
する（重量Ｂｇ）。試験液である殺菌洗浄剤を充満させて、チューブ両端を密閉し横置き
で静置する。１６時間後内容液を捨て、水で１回すすぐ。乾燥後重量（重量Ｃｇ）を測定
する。下式により油脂除去率を求める。
油脂除去率（％）＝１００－（Ｃ－Ａ）×１００／（Ｂ－Ａ）。
【００１６】
（２）不溶性物質生成試験
塩化カルシウム（ＣａＣｌ2・２Ｈ2Ｏ）３．５重量％の水溶液５０ｍＬに殺菌洗浄剤５０
ｍＬを加えて濁りが生じるか目視で判定する。濁ったものを不溶性物質の生成ありと判定
した。
【００１７】
【表１】
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【００１８】
・非イオン界面活性剤（１）：モノヤシ油脂肪酸ポリオキシエチレンソルビタンエステル
（ＥＯｐ＝２０、ＨＬＢ＝１６．７、花王（株）製、レオドールＴＷＬ１２０）
・非イオン界面活性剤（２）：モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタンエステル（
ＥＯｐ＝２０、ＨＬＢ＝１５．０、花王（株）製、レオドールＴＷＯ１２０）
・陰イオン界面活性剤（１）：ラウリルポリオキシエチレン硫酸エステルナトリウム（Ｅ
Ｏｐ＝３、花王（株）製、エマール２０Ｃ）
・陰イオン界面活性剤（２）：ノニルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム（花王
（株）製、ペレックスＳＳ－Ｈ）
・陰イオン界面活性剤（３）：メタキシレンスルホン酸ナトリウム。



(5) JP 4137432 B2 2008.8.20

10

20

【００１９】
実施例２
実施例１の本発明品３、４、５及び比較品１、３、４、５の殺菌洗浄剤について、以下の
方法で殺菌性を試験した。結果を表２に示す。
【００２０】
（１）殺菌性
被検液として、黄色ぶどう球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ　ＩＦＯ
１２７３２）、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｌｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ　ＩＦＯ３９７２）、セレウ
ス菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ　ＩＦＯ１３４９４）を用いた。
【００２１】
ＳＣＤ寒天培地に前培養した菌を滅菌水に懸濁し、約１０7～１０8ｃｅｌｌ／ｍＬの菌液
を調製した。セレウス菌は遠心分離洗浄後、６５℃、３０分の熱処理を加え、芽胞菌のみ
を試験に用いた。調製した菌液５０μＬを殺菌洗浄剤２００μＬに加え、２５℃において
表２に示す所定の接触時間後、ＳＣＤ培地（不活化剤としてチオ硫酸ナトリウム３％添加
）に２０μＬを移し、３５℃で２日間培養して菌の生育を観察した。結果を表２に示す。
表２中「－」は菌の生育なし、「＋」は菌の生育あり、を意味する。
【００２２】
【表２】
【００２３】
【発明の効果】
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【００２４】
本発明によれば、殺菌性に優れ、医療機器、特に人工透析装置及びその周辺機器、器具に
付着した油脂汚れなどを、カルシウム塩等の水不溶性塩を形成することなく、効率よく除
去できる医療機器用殺菌洗浄剤が得られる。
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